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研究背景

● 交通システムにおける課題

○ 事故や道路状況の把握

○ 自動運転に必要な情報取得

● ITS( Intelligent Transport Systems, 高度道路交通システム)

によって解決する取り組み

○ 車両とさまざまなもので通信して情報を共有

■ RSU(Roadside Unit, 路側帯ユニット)を利用

・道路にある信号や電柱に設置

・センサーで情報の収集,配信

■ RSUにキャッシュを配置して車両と

インフラサービスの利便性を向上
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図1.RSU
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先行研究1
● 分散協調キャッシュ[Nakajima17]

・色タグを用いてキャッシュ

サーバにコンテンツを

分散して配置する

・サーバとコンテンツに

色タグを割り振る

・コンテンツには人気度に応じ,

色タグ数を変化させる

● サーバの位置に応じて分散するように色タグを付与

○ 人気なコンテンツは多くのサーバが保持

○ 人気の少ないコンテンツは比較的近くのサーバから取得可能
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図2.サーバとコンテンツの色タグ例
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先行研究2
● TEA方式[Shiroma18]

・D2D通信を用いた端末キャッシュのコンテンツ配置手法

・コンテンツのアクセス確率分布,総キャッシュ量からキャッシュ配置を計算

・変数の操作のみで準最適なコンテンツ配置を実現

44 図3.従来手法とTEAの比較
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先行研究3
● RSUにおけるキャッシュ利用[Ishizu24]

・RSUにTEA方式を用いてコンテンツ配置

・TEA方式によりキャッシュ配置計算を軽量化

・人気やアクセス傾向など流動的なコンテンツに対応

・従来のキャッシュ配置手法と同様にQoSの向上,レイテンシの削減を確認

55 図4.車両ネットワークにおけるキャッシュデータの流れ
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研究課題
● 石津の研究では,RSUがキャッシュして車両はリクエストを発生するのみで,

車両のキャッシュを用いたシミュレーションが行われていない

● 車両ネットワークにおける車両キャッシュの利用について検討する

● RSUと車両キャッシュの協働方法を検討する
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想定環境
● 石津の実験環境とほぼ同様の環境でシミュレーションを行う

・車両間(V2V)通信で周囲の車両にキャッシュリクエスト→基地局(BS)にリクエスト

● RSUを除いたその他の環境は統一

● 車両のキャッシュ容量を変えてコンテンツのヒット率とレイテンシを評価

77 図5.V2V通信のネットワークモデル
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想定環境
● V2V通信の実装後,RSUを追加したモデルでシミュレーションを行う

● コンテンツのヒット率とレイテンシを評価

・RSUの有無による効果を検証

88 図5.V2V通信のネットワークモデル
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今後の方針

● 10月〜 ・V2V通信の実装

・RSUと車両キャッシュの協働方法の詳細検討

● 11月〜 ・RSUを追加した実装

● 12月〜 ・他キャッシュ手法(LRUやLFU)の実装,比較実験
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